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古かいせつ

第二次大戦下のタイ ・ ヒソレマ国境。 日本箪が米、英両国の捕虜を使って

建設した鉄道線路と大僑梁をめぐり、三国将兵それぞれのすさま じい闘争

を t白いた 70 ミリ超大作。

破壊的な戦争のなかで行われる建設への意思と戦火のもとにい っさいを

無にしてしまう戦争の狂気を強〈訴えた問題作である 。

製作の大規模な点でも画期的で、六か月もの長期ロケをセイロンに行い、

映画の中で重要な役割をしめる大橋梁を笑際に建設した 。

この橋はハリウ y ドがつく っ たオープン ・ セ ッ トのうちでも最大のもの。

この僑に本物の 車を走らせ、爆破するというぜいたくなアクションを展

開する 。 そのスケールと迫力はいまだこれを越えるものがないほどである 。

主演は「クリス7 ス ・キ ャロル」のアレック ・ ギネス 。 英軍捕虜隊長の
ニコルスン中佐に扮し、僑の建設を指揮する 。 r 夕陽の挽歌」のウィリア

ム・ホールデンが収容所を脱出する水兵を演じ、 「ニコライとアレクサン

ドラ」のジャッ ク・ホーキンスとともに鉄道爆破に向かう 。 日本の名優、

早川雪洲が捕虜収容所長、斉藤大佐として登場する 。

製作はサム・スピーゲル。 三本ものアカデミー賞作品をおくりだし、映

画界の良心ともいわれる巨匠。 rアラビアのロレンス lライアンの娘」 な

ど不朽の名作を演出してきたデビ y ド・リーンが監督を jJl.当 。「さ すらいの

旅路」の7ルカム ・アーノルドが音楽を担当している。主題歌の「ボギ一
大佐」 をアレンジした 「クワ イ河7一千」 はすでにひろく知られたスタン

ダード ・ナ ンバーになっている。

「戦場にかける橋j(i五七年度のアカデミ ー賞を七部門 ( 作品・主演男優・

監督・撮影・脚本・音楽・編集 ) も獲得してお 1) 、世界の主要なも のを含

めると三四もの映画賞を受賞している 。年数を経ても決して古 くなら!，iい、

映画史上最高の作品として評価されている。(上映時間 2 時間42分 〕

*ロンドン ・ デイリー ・ エキスプレス紙
私が今まで見たことのない程、立派な迫力のある映

画だ。 私はクワイ河の橋の生死を物語るこの映画を

一生忘れることは出来ないだろう 。

*ロンドン ・ デイリー・メイル紙

この素晴しい映画に敬意を表す。 人を感動きせずには

おかぬドラマで、戦争の無益を告発する映画である。

脅ロンドン・デイリー・ミラー紙
偉大/偉大ノ偉大/ 今までに見たことのない最も

偉大な作品であり、世界最高の映画としてすべての

賞を与える価値がある 。

*ストーリー

第二次大戦下の一九四三年。 ピル 7国境の日本軍捕虜収容所ては捕虜を

使 っ てタイ 、 ビル 7問の鉄道を建設していた。

収容所の近(に大きな谷にはさ まれたクワイ河が流れて い る 。 そこに大

橋梁をかけよとい i 命令が収容所長の斉厳大佐(早川雪洲)に下されていた。

そこに新し い英軍捕虜のー隊が到着した。 斉1番大佐はさっそ(翌日から

現場て働〈こ t を命じた。将校まですべて労役に服せと いう命令に捕虜隊

長の二コルスン中佐(アレ~ )・キネス)はジュネーブ協定違反 t 申した

てたが、斉蕗は一言でこれを拒否したのだった。

日数は限られており 、 労(動力はまった(不足していた。 ニコルスンはつ

いに営倉入りを命じられてしまった。

工事は全然すすまなかった。 斉.iはそれを捕虜のサボタージュとみた。

このうえは傷病捕虜までかり出さねばならない。

この間に シャーズ( ウィリアム・ホールデン)という米海軍少佐が脱走

しており、斉膝のあせりは深 まるばかりだった。

そして 、 さらに悪いことに 、 橋梁設計の不備が日月きらかになったことだ。

五月十二日の完成日まて三か月しかない。 ついに三月十日の陸軍記念日に

将校捕虜の赦免を斉蕨は宣告した。ニコルスンは建設に協力することを承

諾した。

設計 t 指揮を英軍将校が行うことになった。

この頃、脱走し たシャーズ はコロ ンボで英軍のウォーデン少佐(ジャ y ク、

ホーキンス )から鉄道と橋梁の爆破に同行を求められていた。五月十三日に

日本軍の要人を乗せた列車が橋を通過するという情報をつかんて.いたのだ。

一行は強行軍のすえ 、 ょうや(現場にたとりついた。そこには見事な大

橋梁が完成されていた。

五月十三日。列車通過の時間が迫ってきた。 橋脚にはすでに爆薬がつけ
られている 。 ニコルスン がそれを発見。同時に 日本軍との問で銃撃戦がは
じ ま った。そして全員 が銃弾のもとに filj れていった。

つづいて、大音響とともに橋がふっ飛ぴ、列車は河中に崩れ落ちていった。

彼らが血と汗て.なしとげよう t した ものは何だ っ たのだろう 。ジ ャング

ルは再びもとの静寂に返り、 7 ワイの水は無心に流れて行(のだ った。


